
こ
の
全
国
大
会
は
、
５
月
３
日

に
安
倍
首
相
が
２
０
２
０
年
ま
で

に
憲
法
９
条
を
改
悪
し
て
施
行
す

る
改
憲
構
想
を
打
ち
出
す
中
で
開

催
さ
れ
た
大
会
で
す
。

憲
法
９
条
を
守
り
、
「
海
外
で

戦
争
す
る
国
」
に
さ
せ
な
い
闘
い

に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
日

本
平
和
委
員
会
が
、
こ
れ
を
阻
止

す
る
た
め
に
総
力
を
あ
げ
よ
う
と

呼
び
か
け
る
活
動
方
針
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
内
藤
功
代
表
理
事
は
、

安
倍
首
相
の
憲
法
改
悪
発
言
が
自

衛
隊
の
海
外
で
の
武
力
行
使
を
無

制
限
に
す
る
こ
と
だ
と
見
破
ろ
う

と
強
調
し
、
「
今
こ
そ
憲
法
を
も

と
に
闘
お
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

千
坂
純
事
務
局
長
は
、
活
動
方

針
案
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
兵
自
衛
隊

の
撤
退
を
実
現
し
た
取
り
組
み
、

特
に
「
平
和
新
聞
」
編
集
部
に
よ

る
自
衛
隊
の
『
日
報
』
開
示
要
求

が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
強

調
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
が
国
民
と
の

矛
盾
を
深
め
て
い
る
と
指
摘
し
、

「
共
謀
罪
」
法
案
、
沖
縄
・
辺
野

古
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
な
ど
に

反
対
す
る
市
民
と
野
党
共
闘
の
闘

い
が
発
展
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し

た
。
。
「
『
安
倍
改
憲
』
許
す
な

の
国
民
的
大
運
動
の
一
翼
を
担
い
、

平
和
委
員
会
も
奮
闘
し
ま

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
10
月
28
日

～
29
日
に
米
軍
岩
国
基
地

が
あ
る
山
口
県
で
開
催
さ

れ
る
日
本
平
和
大
会
の
学

習
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
早
急

に
作
成
し
ま
す
。
大
い
に

活
用
し
よ
う
と
提
起
し
ま

し
た
。

６
月
11
日
、
私
は
第
３

分
科
会
へ
出
席
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
平
和
大
好
き
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

よ
う
。
魅
力
あ
る
平
和
委

員
会
組
織
を
作
り
広
げ
よ

う
。
各
県
の
参
加
者
か
ら

発
言
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
２
０
０
９
年
に
平
和
委
員
会

に
入
会
し
た
。
今
現
在
は
事
務
局

長
を
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
気
が

付
い
た
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

中
で
仲
間
を
入
会
さ
せ
て
も
独
自

の
活
動
が
な
い
た
め
に
何
を
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
（
岩
手

県
）
」

◆
「
会
員
は
23
名
し
か
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
年
齢
70
歳
以
上
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
会
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
ら
こ
れ
か
ら

自
分
の
や
り
た

い
事
を
や
っ
た

ら
え
え
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
映

画
を
観
る
の
が

好
き
だ
か
ら
、

映
画
を
観
る
会

を
計
画
し
、
２

０
０
名
の
参
加

で
大
成
功
で
し

た
。
現
在
会
員

数
46
名
で
す
。

（
大
阪
府
吹
田
）
」

静
岡
市
の
役

員
も
全
国
大
会

へ
参
加
し
た
ら

よ
い
と
思
い
ま

し
た
。
（
鈴
木
）
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“国会が死にかけている”
「七人委員会」が緊急アピールを発表

｢七人委員会｣は、湯川秀樹、平塚らい

てう、茅誠司氏らによって1955年に結成

され、世界平和などについてその時どき、内外にアピール

を発表してきました。この６月10日｢共謀罪｣法案の国会審

議に対する緊急アピールを発表しました。

アピールは『かつてここまで国民と国会が軽んじられた

時代があっただろうか』と問いかけ、「共謀罪」法案が上

程されてからの国会の現状を厳しく指弾しながら、『政府

と政権与党のこの現状は、もはや一般国民が許容できる範

囲を超えている。安倍政権によって私物化されたこの国の

政治状況はファシズムそのものであり、こんな政権が現行

憲法の改変をもくろむのは、国民にとって悪夢以外何物で

もない。』と指摘し、『｢共謀罪｣法案についての政府の説

明が、まさしく嘘と不正確さで固められた事実を通して、

この政権が｢共謀罪｣法で何をしようとしているのかが見え

てくる。この政権はまさしく国会を殺し、自由と多様性を

殺し、メディアを殺し、民主主義を殺そうとしているので

ある。』と激しく批判して市民に呼びかけています。

アピール全文はhttp://worldpeace7.jp/?p=1009参照（三輪）
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３
月
、
私
の
勤
め
る
日
本
語

補
習
校
の
生
徒
文
集
『
平
和
の

遺
伝
子
』
第
６
号
を
発
行
し
た
。

平
和
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
読

み
、
生
徒
た
ち
が
書
い
た
感
想

や
意
見
に
、
親
や
祖
父
母
、
姉

た
ち
が
、
さ
ら
に
思
い
思
い
の
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
う
、

保
護
者
と
の
合
作
文
集
だ
が
、
今
回
は
50
ペ
ー
ジ
、
か

つ
て
な
い
大
部
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
戦
争

と
平
和
の
受
け
止
め
方
で
の
世
代
間
の
違
い
や
、
い
ま

暮
ら
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
社
会
や
人
々
と
の
思
い
の
違

い
に
戸
惑
い
、
悩
み
、
自
分
な
り
の

「
解
」
を
求
め
て
葛
藤
す
る
姿
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
夏
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
め
ぐ
っ

て
、
あ
る
米
紙
コ
ラ
ム
が
、
原
爆
投
下

は
結
果
的
に
、
「
多
く
の
人
々
の
命
を

救
い
、
日
本
に
平
和
を
も
た
ら
し
た
」

と
し
、
「
神
に
感
謝
し
よ
う
」
と
す
ら

書
い
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
、
い
ま
な

お
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
々

に
思
い
を
馳
せ
、
怒
り
が
こ
み
上
げ
て

く
る
と
綴
っ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
時
す

で
に
、
子
供
た
ち
の
祖
父
母
も
戦
後
生

れ
の
60
歳
台
で
、
簡
単
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
戦
争
体
験
を
聞
い
て
書
け
ば
い

い
よ
、
と
言
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
口
に
「
戦
争
体

験
」
と
い
っ
て
も
、
時
代
に
よ
り
国
に
よ
り
、
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

そ
う
思
っ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
集
め
た
こ
の
文

集
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
戦
争
と
平
和
の
問
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
だ
と
考
え
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
一
回
り
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
気
が
し
た
。

今
回
も
、
文
集
の
最
後
に
憲
法
９
条
の
条
文
を
掲
げ
て

い
る
。

佐
藤
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広
が
っ
て
い
く
気
が
し
た
。

今
回
も
、
文
集
の
最
後
に
憲
法
９
条
の
条
文
を
掲
げ
て

い
る
。
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６
月
15
日
朝
、
多
数
の
国
民
と

野
党
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
自

民
・
公
明
・
維
新
ら
の
賛
成
多
数

で
、
「
共
謀
罪
」
が
強
行
成
立
さ

せ
ら
れ
ま

し
た
。
参

議
院
法
務

委
員
会
の

審
議
を
、

一
方
的
に

審
議
を
打

ち
切
っ
て

「
中
間
報

告
」
と
い

う
形
で
本

会
議
に
あ

げ
、
そ
の

採
決
を
断

行
。
こ
れ

に
よ
っ
て

「
成
立
」

と
い
う
わ

け
で
す
。

静
岡
市

で
は
、
連

日
「
県
弁

護
士
会
」

「
県
革
新

懇

」

、

「
改
憲
阻

止
の
会
」

「
戦
争
法

廃
止
！
オ
ー

ル
し
ず
お
か
ア
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど

多
く
の
団
体
が
、
街
頭
で
宣
伝
行

動
や
集
会
を
も
っ
て
、
「
共
謀
罪

反
対
」
を
市
民
に
訴
え
、
強
行
に

対
し
て
は
、
抗
議
の
声
を
あ
げ
ま

し
た
。

県
弁
護
士
会
で
は
、
６
月
14
日
、

近
藤
浩
志
氏
、
小
長
谷
保
氏
ら
会

長
経
験
者
24
氏
の
連
名
で
「
緊
急

声
明
」
を
出
し
ま
し
た
。
県
弁
護

士
会
は
、
過
去
に
４
回
反
対
す
る

会
長
声
明
を
出
し
、
法
案
は
そ
の

都
度
廃
案
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
歴
代
会
長
の
多
く
が

反
対
表
明
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

以
下
、
「
緊
急
声
明
」
の
「
共

謀
罪
制
定
に
反
対
す
る
理
由
」
を

抜
粋
し
ま
す
。

（
１
）
共
謀
罪
は
、
そ
れ
自
体

は
法
益
（
※
Ａ
）
侵
害
が
な
い

「
共
謀
」
と
い
う
曖
昧
な
内
心
の

表
現
自
体
を
処
罰
す
る
も
の
で
、

刑
法
の
行
為
主
義
に
反
し
、
処
罰

さ
れ
る
対
象
が
明
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義

（
※
Ｂ
）
に
も
反
し
て
い
ま
す
。

法
案
が
処
罰
条
件
と
し
て
い
る
準

備
行
為
自
体
も
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金

を
お
ろ
す
、
双
眼
鏡
を
持
っ
て
花

見
に
行
く
、
な
ど
そ
れ
自
体
法
益

侵
害
が
な
い
行
為
で
足
り
る
と
し

て
お
り
、
歯
止
め
に
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
点
に
関
し
て
は
、
「
概
括

的
・
黙
示
的
・
順
次
的
な
『
合
意
』

が
排
除
さ
れ
て
お
ら
ず
」
、

「
『
準
備
行
為
』
の
範
囲
も
無
限

定
」
だ
と
し
て
、
共
謀
罪
法
案
に

反
対
す
る
刑
事
法
研
究
者
の
署
名

に
、
本
年
５
月
23
日
現
在
１
６
３

名
も
の
研
究
者
が
名
前
を
連
ね
て

い
ま
す
。

（
２
）
政
府
は
、
適
用
対
象
を

「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
限
定
し

て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
団
体
の
活
動
内
容
が
一
変
し

た
場
合
に
は
会
社
・
市
民
団
体
・

労
働
団
体
そ
の
他
の
団
体
に
も
適

用
さ
れ
う
る
と
言
っ
て
お
り
、
一

変
し
た
か
ど
う
か
は
も
っ
ぱ
ら
捜

査
機
関
が
判
断
す
る
た
め
、
恣
意

的
判
断
を
防
げ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
団

体
に
適
用
が
可
能
で
歯
止
め
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

（
３
）
政
府
は
、
テ
ロ
対
策
の

た
め
、
及
び
国
連
越
境
組
織
犯
罪

防
止
条
約(

パ
レ
ル
モ
条
約)

批
准

の
た
め
に
共
謀
罪
法
案
の
成
立
が

必
要
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
は
テ
ロ
対
策
の
た
め
の
国
連
の

13
の
条
約
を
批
准
し
て
そ
の
国
内

法
を
既
に
十
分
に
整
備
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
パ
レ
ル
モ
条
約
の

国
連
の
立
法
ガ
イ
ド
を
執
筆
し
た

刑
事
司
法
学
者
の
ニ
コ
ス
・
パ
ッ

サ
ス
氏
は
、
「
条
約
は
テ
ロ
防
止

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
」

と
明
言
し
、
「
新
た
な
法
案
な
ど

の
導
入
を
正
当
化
す
る
た
め
に
条

約
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

（
４
）
「
共
謀
」
が
行
わ
れ
た

か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
共
謀
よ
り
以
前
の
個
人
の

会
話
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
を
捜
査

し
て
お
く
必
要
が
高
く
、
捜
査
機

関
に
よ
り
広
く
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
監
視
対
象
と
さ
れ
て
こ
れ

が
侵
害
さ
れ
、
密
告
・
監
視
社
会

と
な
り
、
今
後
の
通
信
傍
受
の
範

囲
の
拡
大
の
恐
れ
と
相
ま
っ
て
、

社
会
に
お
け
る
自
由
な
活
動
を
著

し
く
萎
縮
さ
せ
る
効
果
を
及
ぼ
し

ま
す
。

国
連
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関
す

る
特
別
報
告
者
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・

ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
も
、
本
年
５
月
18

日
に
、
共
謀
罪
（
テ
ロ
等
準
備
罪
）

に
関
す
る
法
案
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
と
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
し
て
深
刻
な
懸
念

を
表
明
す
る
書
簡
を
安
倍
首
相
宛

て
に
送
付
し
、
国
連
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
も
、

今
月
５
日
、
「
同
法
が
成
立
す
れ

ば
、
日
本
に
お
け
る
表
現
の
自
由

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
脅
か

す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
し

て
、
同
法
案
に
反
対
す
る
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ト
会
長
の
異

例
の
会
長
声
明
を
発
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
23
団
体
が

「
市
民
社
会
を
抑
圧
し
、
民
主
主

義
を
窒
息
さ
せ
る
」
と
し
て
同
法

案
に
反
対
し
た
声
明
に
、
今
月
８

日
時
点
で
、
ア
ジ
ア
や
欧
州
な
ど

14
カ
国
１
４
２
団
体
が
名
前
を
連

ね
て
い
ま
す
。(

県
弁
護
士
会
緊

急
声
明
よ
り
）

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
法
律
家
、

刑
法
研
究
者
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
国

連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
な
ど
が
こ
ぞ
っ

て
反
対
し
て
い
る
法
律
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
法
律
の
「
運
用
」
に

つ
い
て
厳
し
く
監
視
す
る
と
と
も

に
、
廃
止
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
３
年
前
の
秘
密
保
護
法
、
２

年
前
の
戦
争
法
、
そ
し
て
今
度
の

共
謀
罪
は
民
主
主
義
を
根
底
か
ら

脅
か
す
悪
法
三
兄
弟
で
す
。
成
立

し
た
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
ず
、

そ
の
廃
止
を
求
め
て
運
動
し
ま
し
ょ

う
。
（
合
戸

政
治
）
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Ａ
法
益
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っ
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保
護
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れ
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狭
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Ｂ
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法
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す
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、
予
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に
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い
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長
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会
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に
歴
代
会
長
の
多
く
が

反
対
表
明
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

以
下
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は
、
そ
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体

は
法
益
（
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）
侵
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が
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「
共
謀
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と
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の
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現
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を
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の
で
、

刑
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行
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し
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対
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明
確
で
な
け
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ば

な
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な
い
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う
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（
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に
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い
ま
す
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法
案
が
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条
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と
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て
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る
準

備
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も
、
Ａ
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金
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、
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眼
鏡
を
持
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、
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ど
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が
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行
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と
し
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お
り
、
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に
は
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り
ま
せ

ん
。こ

の
点
に
関
し
て
は
、
「
概
括

的
・
黙
示
的
・
順
次
的
な
『
合
意
』
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さ
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お
ら
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、

「
『
準
備
行
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、
共
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刑
事
法
研
究
者
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に
、
本
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５
月
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日
現
在
１
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名
も
の
研
究
者
が
名
前
を
連
ね
て

い
ま
す
。

（
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）
政
府
は
、
適
用
対
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を

「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
限
定
し

て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
団
体
の
活
動
内
容
が
一
変
し

た
場
合
に
は
会
社
・
市
民
団
体
・

労
働
団
体
そ
の
他
の
団
体
に
も
適

用
さ
れ
う
る
と
言
っ
て
お
り
、
一

変
し
た
か
ど
う
か
は
も
っ
ぱ
ら
捜

査
機
関
が
判
断
す
る
た
め
、
恣
意

的
判
断
を
防
げ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
団

体
に
適
用
が
可
能
で
歯
止
め
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

（
３
）
政
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は
、
テ
ロ
対
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の
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、
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び
国
連
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境
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織
犯
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止
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約(
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ル
モ
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批
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の
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め
に
共
謀
罪
法
案
の
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立
が

必
要
だ
と
言
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て
い
ま
す
が
、
日

本
は
テ
ロ
対
策
の
た
め
の
国
連
の

13
の
条
約
を
批
准
し
て
そ
の
国
内

法
を
既
に
十
分
に
整
備
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
パ
レ
ル
モ
条
約
の

国
連
の
立
法
ガ
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ド
を
執
筆
し
た

刑
事
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法
学
者
の
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ス
・
パ
ッ

サ
ス
氏
は
、
「
条
約
は
テ
ロ
防
止

を
目
的
と
し
た
も
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で
は
な
い
」

と
明
言
し
、
「
新
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な
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案
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ど

の
導
入
を
正
当
化
す
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た
め
に
条

約
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
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て
い
ま
す
。

（
４
）
「
共
謀
」
が
行
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た
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ど
う
か
を
明
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に
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た
め

に
は
、
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よ
り
以
前
の
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の

会
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、
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、
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ル
等
を
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し
て
お
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必
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が
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く
、
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関
に
よ
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く
市
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の
プ
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バ
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が
監
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対
象
と
さ
れ
て
こ
れ

が
侵
害
さ
れ
、
密
告
・
監
視
社
会

と
な
り
、
今
後
の
通
信
傍
受
の
範

囲
の
拡
大
の
恐
れ
と
相
ま
っ
て
、

社
会
に
お
け
る
自
由
な
活
動
を
著

し
く
萎
縮
さ
せ
る
効
果
を
及
ぼ
し

ま
す
。
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連
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に
関
す

る
特
別
報
告
者
で
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る
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・
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ッ
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も
、
本
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５
月
18

日
に
、
共
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罪
（
テ
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等
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罪
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に
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る
法
案
は
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と
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れ
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と
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深
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る
書
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を
安
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首
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宛

て
に
送
付
し
、
国
連
の
ウ
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ブ
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ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
も
、

今
月
５
日
、
「
同
法
が
成
立
す
れ

ば
、
日
本
に
お
け
る
表
現
の
自
由

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
脅
か

す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
し

て
、
同
法
案
に
反
対
す
る
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ト
会
長
の
異

例
の
会
長
声
明
を
発
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
23
団
体
が

「
市
民
社
会
を
抑
圧
し
、
民
主
主

義
を
窒
息
さ
せ
る
」
と
し
て
同
法

案
に
反
対
し
た
声
明
に
、
今
月
８

日
時
点
で
、
ア
ジ
ア
や
欧
州
な
ど

14
カ
国
１
４
２
団
体
が
名
前
を
連

ね
て
い
ま
す
。(

県
弁
護
士
会
緊

急
声
明
よ
り
）

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
法
律
家
、

刑
法
研
究
者
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
国

連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
な
ど
が
こ
ぞ
っ

て
反
対
し
て
い
る
法
律
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
法
律
の
「
運
用
」
に

つ
い
て
厳
し
く
監
視
す
る
と
と
も

に
、
廃
止
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
３
年
前
の
秘
密
保
護
法
、
２

年
前
の
戦
争
法
、
そ
し
て
今
度
の

共
謀
罪
は
民
主
主
義
を
根
底
か
ら

脅
か
す
悪
法
三
兄
弟
で
す
。
成
立

し
た
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
ず
、

そ
の
廃
止
を
求
め
て
運
動
し
ま
し
ょ

う
。
（
合
戸

政
治
）

※
Ａ
法
益

法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

る
利
益
。
狭
義
に
は
、
刑
法
で
保
護

さ
れ
る
社
会
生
活
上
の
利
益
。

※
Ｂ
罪
刑
法
定
主
義

罪
刑
法
定
主

義
と
は
、
人
を
犯
罪
者
と
し
て
処
罰

す
る
た
め
に
は
、
民
主
主
義
の
過
程

で
制
定
さ
れ
た
法
律
に
よ
っ
て
、
予

め
罪
（
構
成
要
件
）
と
罰
を
明
確
に

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
原
則
。
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「共謀罪強行」は許さない！
市民と野党の共同で悪法三兄弟の廃止を必ず実現しよう
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６月28日(木) ヒバクシャ署名行動 丸子のお不動さん

9:30 現地集合

28日(木) 小笠原康晴さん講演 ｢いま問われるメディアの姿勢｣

19:00～ 池田公民館

７月２日(日) 守田敏哉さん講演会「原発からの命の守り方」

13:00～ 静岡労政会館

６日(木) ６・９行動 ヒバクシャ署名 12:00～13:00 呉服町青葉前

９日(日) 共謀罪ＮＯ！９条守れ！宣伝行動 12:00～13:00 呉服町青葉前

17日(祝) 「被ばく牛と生きる」上映会・監督講演

9:30 受付 あざれあ６Ｆホール

｢戦後日本経済史｣学習講演会 会費3,000円 要申し込み 県労学協、県評

①６/24(労政会館) ②７/８(労政会館) ③７/22(あざれあ) いずれも13:20～16:40
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平和の行動 6月～７月平和の行動 6月～７月


